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(57)【要約】

【課題】鋼部材とコンクリート系部材とを一体的に接合

して形成される複合構造においてずれ変形性能を十分に

発揮し、かつ、強度計算のための設計式が煩雑となるの

を抑制することができるようにする。

【解決手段】鋼部材１０とコンクリート系部材２０とを

接合する接合部材３０は、当該接合部材３０のせん断力

の作用方向に沿った見附面積と接合部材３０に作用する

せん断力の作用方向に沿った断面積Ｄとの比が所定の範

囲内にあり、外力が作用することによってコンクリート

系部材２０と鋼部材１０の両方に応力が生じたとき、当

該接合部材３０がコンクリート系部材２０に先行して破

壊する形状に形成されている。

【選択図】図６
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